
新型コロナワクチンのコールセンター

新型コロナ 経済・生活面の相談窓口

※平日開設。一部は週末も開設

仙台市

◆こころの相談窓口
・仙台市在住者
　・仙台市以外
◆差別や誹謗中傷被害
◆出産・妊婦生活の不安

０２２-７２４-１１２２

０２２-２１４-１００３

０２２-２１４-７３２９

◆日本政策金融公庫
◆商工中金
◆七十七銀行
◆仙台銀行

事業者向け 金融機関

０２２-２６５-２２２９
０２２９-２３-０３０２
０９０-１５５２-１４７７
０９０-１０６０-２２３２

※月、水、金曜午後１～７時

０１２０-１５４-５０５
０１２０-５４２-７１１
０１２０-６５１-０７７
０２２-２２５-８２８１

◆中小企業応援窓口

◆制度融資
◆保証料補給

◆地域産業応援金

０８０-９１９０-２５４６
０８０-７９９８-２２０６
０８０-４４７８-５０２５
０９０-６０７１-５７９５

※新規の申し込みは２０２2年８月末まで

０７０-１３９８-１６８１
０７０-３１０５-３４８５
０８０-９１９０-５４７６
０９０-６０８８-４５０７

◆特例貸し付けの問い合わせ先

事
業
者
向
け

事
業
者
向
け
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⊃

休
日
当
番
医
は
県
医
師
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
当
番
医
は
変
更
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
受
診
の
際
は
事
前

に
電
話
で
症
状
な
ど
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

東
北
各
地
で
書
道
に
打
ち
込
む

小
中
学
生
が
主
役
の
書
道
展
を
開

催
し
ま
す
。
今
回
か
ら
「
ミ
ニ
条

幅
部
門
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
原

則
と
し
て
入
賞
・
入
選
作
品
は
全

て
会
場
に
展
示
し
、
入
賞
作
品
は

新
聞
で
も
紹
介
し
ま
す
。
入
場
無

料
。

◇
と

き

月

日
（
金
）
〜

日
（
日
）
午
前

時
〜
午
後

５
時

◇
と
こ
ろ

Ｔ
Ｆ
Ｕ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ミ
ニ
モ
リ
（
仙
台
市
宮
城
野
区

榴
岡
）

◇
部

門

半
紙
部
門
、
ミ
ニ
条

幅
部
門
（
そ
れ
ぞ
れ
小
学
生
の

部
、
中
学
生
の
部
）

◇
審
査
員

河
北
書
道
展
企
画
会

議
議
長
・
加
納
鳴
鳳
氏
ほ
か

◇
応
募
規
定

①
東
北
在
住
の
小

中
学
生
に
限
る
②
応
募
点
数
は

１
人
各
部
門
１
点
ま
で
③
作
品

寸
法
は
半
紙
（
タ
テ
の
み
）
、

ミ
ニ
条
幅
（
タ
テ
の
み
・

・

５
㎝
×

・
５
〜

㎝
）
④
課

題
は
自
由
（
毛
筆
）
⑤
出
品
票

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
作
品

左
下
に
の
り
付
け
。
個
人
、
団

体
と
も
に
出
品
者
一
覧
表
、
学

年
別
出
品
一
覧
表
を
必
ず
添
付

す
る
⑥
出
品
料
１
点
の
み
５
０

０
円
、
両
部
門
出
品
８
０
０
円

（
納
入
は
郵
便
振
替
で
）
⑦
応

募
作
品
は
返
却
し
な
い

◇
応
募
先

〒
９
８
０
｜
８
６
６

０
河
北
新
報
社
文
化
事
業
部

「
小
中
書
道
展
」
係
※
連
絡
先

０
２
２
（
２
１
１
）
１
３
５
８

◇
応
募
期
間

９
月

日
（
水
）

〜

月
５
日
（
水
）
※
必
着

◇
発

表

月
下
旬
（
予
定
）

河
北
新
報
朝
刊
、
河
北
新
報
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

◇
賞

河
北
賞
、宮
城
県
知
事
賞
、

仙
台
市
長
賞
な
ど
の
役
付
賞
お

よ
び
金
賞
、
銀
賞
、
銅
賞
ほ
か

※
募
集
要
項
（
出
品
票
）
、
出

品
者
一
覧
表
、
学
年
別
出
品
数

一
覧
表
は
河
北
新
報
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
プ
リ
ン
ト
可
。
請
求

の
場
合
は
、

円
切
手
を
同
封

し
文
化
事
業
部
ま
で

主
催
／
河
北
新
報
社

協
力
／
東

北
福
祉
大
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５
日
に
開
幕
す
る
全
国
高
校
野

球
選
手
権
宮
城
大
会
を
前
に
、
南

三
陸
町
野
球
協
会
は
６
月

日
、

同
町
の
志
津
川
高
野
球
部
に
練
習

用
の
ボ
ー
ル
２
ダ
ー
ス
を
寄
贈
し

た
。阿

部
和
夫
会
長

ら
が
学
校

を
訪
れ
、
氏
家
航
志
主
将

に

ボ
ー
ル
を
手
渡
し
た
。
氏
家
主
将

は
「
地
域
の
皆
さ
ん
に
背
中
を
押

し
て
も
ら
い
、
全
員
野
球
で
ま
ず

１
勝
す
る
。
初
戦
に
向
け
、
け
が

の
な
い
よ
う
準
備
し
た
い
」
と
語

っ
た
。

野
球
部
は
部
員
が

人
そ
ろ
っ

た
た
め
、
３
年
ぶ
り
に
単
独
チ
ー

ム
で
出
場
す
る
。
２
０
２
３
年
度

に
入
学
す
る
生
徒
か
ら
の
全
国
募

集
に
伴
い
、
校
名
が
「
南
三
陸
高
」

に
変
わ
る
た
め
、
志
津
川
高
と
し

て
は
最
後
の
出
場
と
な
る
。

１
回
戦
は
８
日
、
昨
夏
４
強
の

古
川
学
園
と
ぶ
つ
か
る
。
阿
部
会

長
は
「
難
敵
が
相
手
だ
が
、
一
生

懸
命
戦
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
し

た
。

最後の出場地元も応援

南
三
陸
町

野
球
協
会

志
津
川
高
に
ボ
ー
ル
寄
贈

氏家主将（右）にボールを手渡す阿部会長

松
島
町

３
小
学
校
で
人
権
教
室

４年生を対象に開かれた人権教室

松
島
町
は
い
じ
め
な
ど
の
人

権
問
題
を
考
え
、
思
い
や
り
の

心
や
命
の
尊
さ
を
学
ぶ
教
室
を

町
内
の
３
小
学
校
で
開
い
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
下
で
始

め
た
「
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
、
町
人
権
擁
護

委
員
５
人
が
講
師
を
務
め
た
。

６
月

、

日
に
あ
っ
た
道

徳
の
授
業
で
実
施
し
、
３
小
学

校
の
４
年
生
約

人
が
参
加
し

た
。
斎
藤
一
枝
委
員
が
紙
芝
居

「
白
い
魚
と
サ
メ
の
子
」
を
上

演
し
、
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
白

い
魚
が
嵐
の
日
の
出
来
事
を
き

っ
か
け
に
、
自
分
ら
し
さ
に
気

づ
く
物
語
を
朗
読
し
た
。

読
み
聞
か
せ
後
、
安
曇
浩
一

委
員
は
各
場
面
に
関
し
て
児
童

の
意
見
を
募
り
「
自
分
ら
し
さ

を
持
つ
こ
と
」
「
相
談
で
き
る

人
を
持
つ
こ
と
」
「
命
を
大
切

に
す
る
こ
と
」
な
ど
の
重
要
性

を
伝
え
た
。

人
権
擁
護
委
員
が
小
学
校
で

人
権
教
室
を
開
く
の
は
町
内
で

初
め
て
。
町
は
来
年
度
に
３
小

学
校
に
加
え
、
松
島
中
で
の
開

催
も
計
画
す
る
。
桔
梗
元
子
委

員
は
「
子
ど
も
た
ち
が
差
別
や

偏
見
の
な
い
社
会
づ
く
り
に
取

り
組
め
る
よ
う
支
援
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
者
や
医
療
関
係
者
を

差
別
し
な
い
意
思
表
示
と
し

て
、
黄
緑
色
の
リ
ボ
ン
を
身
に

着
け
る
取
り
組
み
。
２
０
２
０

年
４
月
、
愛
媛
県
内
の
市
民
グ

ル
ー
プ
の
呼
び
か
け
で
始
ま
っ

た
。

３日

仙
台

▽
て
ら
さ
わ
小
児
科
（
小

児
科
）
‖
青
葉
区
中
山
０
２
２
（
３

０
３
）
１
５
１
５
▽
ま
ん
て
ん
堂
こ

ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
小
児
科
）
‖
宮

城
野
区
新
田
東
（
７
８
２
）
６
２
６

０
▽
三
浦
整
形
外
科
医
院
（
整
形
外

科
）
‖
泉
区
南
光
台
（
２
７
６
）
２

２
２
２
▽
急
患
セ
ン
タ
ー
（
内
科
・

外
科
・
整
形
外
科
・
婦
人
科
・
眼
科

・
耳
鼻
咽
喉
科
）
‖
若
林
区
舟
丁
（
２

６
６
）
６
５
６
１
▽
北
部
急
患
診
療

所
（
内
科
・
小
児
科
・
外
科
）
‖
青

葉
区
堤
町
（
３
０
１
）
６
６
１
１
▽

夜
間
休
日
こ
ど
も
急
病
診
療
所
（
小

児
科
）
‖
太
白
区
あ
す
と
長
町
（
２

４
７
）
７
０
３
５
▽
歯
科
休
日
救
急

診
療
所
‖
青
葉
区
五
橋
（
２
６
１
）

７
３
４
５

白
石
・
刈
田

▽
梅
津
内
科
医
院

（
内
科
）
‖
白
石
市
銚
子
ケ
森
０
２

２
４
（
２
４
）
３
５
７
１
▽
公
立
刈

田
総
合
病
院
（
外
科
）
‖
白
石
市
福

岡
蔵
本
（
２
５
）
２
１
４
５
▽
村
上

歯
科
医
院
‖
蔵
王
町
円
田
（
３
３
）

４
１
２
５

角
田
・
丸
森

▽
三
沢
医
院
（
内

科
）
‖
丸
森
町
大
舘
０
２
２
４
（
７

２
）
１
１
６
６
▽
丸
森
町
国
民
健
康

保
険
丸
森
病
院
（
外
科
）
‖
丸
森
町

鳥
屋
（
７
２
）
２
１
３
１

柴
田

▽
町
南
診
療
所
（
内
科
）

‖
村
田
町
村
田
０
２
２
４
（
８
３
）

５
５
０
３
▽
船
岡
今
野
病
院
（
外
科
）

‖
柴
田
町
船
岡
中
央
（
５
４
）
１
０

３
４
▽
え
ん
ど
う
歯
科
医
院
‖
大
河

原
町
新
南
（
５
３
）
２
５
５
５

名
取

▽
名
取
市
休
日
夜
間
急
患

セ
ン
タ
ー
‖
下
余
田
０
２
２
（
３
８

４
）
０
０
０
１
▽
お
お
ぬ
き
歯
科
‖

増
田
（
３
８
３
）
９
３
１
０

岩
沼

▽
森
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
‖
桜
０
２
２
３
（
２
２
）
１
３
１

１
▽
小
島
歯
科
医
院
‖
押
分
（
２
２
）

６
４
８
０

亘
理
・
山
元

▽
大
友
医
院
ヒ
ロ

ミ
小
児
科
‖
亘
理
町
下
小
路
０
２
２

３
（
３
４
）
３
２
０
４

塩
釜

▽
塩
釜
地
区
休
日
急
患
診

療
セ
ン
タ
ー
‖
錦
町
０
２
２
（
３
６

６
）
０
６
３
０
▽
歯
科
・
ア
イ
ザ
ワ

デ
ン
タ
ル
‖
多
賀
城
市
下
馬
（
３
６

１
）
８
１
８
０

黒
川

▽
や
す
こ
女
性
ク
リ
ニ
ッ

ク
（
婦
人
科
）
‖
富
谷
市
明
石
台
０

２
２
（
３
４
２
）
１
２
５
５

大
崎

【
昼
】
▽
み
や
ざ
き
内
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
（
内
科
）
‖
古
川
駅
東

０
２
２
９
（
２
５
）
９
３
３
０
▽
片

倉
病
院
（
外
科
）
‖
古
川
浦
町
（
２

２
）
０
０
１
６
▽
大
崎
市
民
病
院
鹿

島
台
分
院
（
内
科
）
‖
鹿
島
台
平
渡

（
５
６
）
２
６
１
１
▽
大
崎
西
部
ク

リ
ニ
ッ
ク
（
内
科
）
‖
古
川
新
堀
（
８

７
）
３
７
２
３
▽
大
崎
口
腔
保
健
セ

ン
タ
ー
診
療
室
（
歯
科
）
‖
古
川
南

町
（
２
４
）
５
１
０
１
【
夜
】
▽
片

倉
病
院
（
内
科
・
外
科
）
‖
古
川
浦

町
（
２
２
）
０
０
１
６

加
美
・
玉
造

▽
高
橋
医
院
‖
大

崎
市
岩
出
山
０
２
２
９
（
７
２
）
１

０
０
５

遠
田

▽
こ
ご
た
整
形
外
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
‖
美
里
町
南
小
牛
田
０
２
２

９
（
３
２
）
２
０
１
１

栗
原

▽
佐
藤
内
科
小
児
科
医
院

‖
築
館
伊
豆
０
２
２
８
（
２
２
）
３

２
０
５
▽
栗
原
市
立
花
山
診
療
所
‖

花
山
（
５
６
）
２
０
１
３

登
米

▽
し
の
は
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク

‖
米
山
町
西
野
０
２
２
０
（
２
３
）

７
３
８
７
▽
か
さ
ま
第
２
歯
科
医
院

‖
石
越
町
南
郷
０
２
２
８
（
３
４
）

３
８
８
７

石
巻

▽
高
橋
消
化
器
内
科
（
内

科
）
‖
千
石
町
０
２
２
５
（
９
５
）

１
６
２
１
▽
石
巻
市
夜
間
急
患
セ
ン

タ
ー
（
小
児
科
・
外
科
）
‖
蛇
田
（
９

４
）
５
１
１
１
▽
産
婦
人
科
は
市
役

所
（
９
５
）
１
１
１
１
に
問
い
合
わ

せ
る
▽
石
巻
ロ
イ
ヤ
ル
病
院
‖
広
渕

（
７
３
）
５
８
８
８
▽
き
ら
ら
歯
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
‖
蛇
田
（
９
２
）
９
３

０
０
▽
石
巻
歯
科
医
師
会
休
日
診
療

所
‖
中
里
（
９
４
）
８
２
２
３

東
松
島

▽
か
し
わ
や
内
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
‖
小
松
０
２
２
５
（
８
３
）

２
０
０
３

気
仙
沼

▽
南
気
仙
沼
内
科
医
院

‖
内
の
脇
０
２
２
６
（
２
５
）
７
４

１
２
▽
フ
ァ
ミ
リ
ー
歯
科
医
院
‖
田

中
前
（
２
４
）
２
８
２
２

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

電柱の上の負傷者を救助する
研修に臨む参加者

電
柱
上
で
の
救
助

合
同
訓
練
で
確
認

東
北
電
ネ
ッ
ト
と

気
仙
沼
消
防
署

東
北
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
気

仙
沼
電
力
セ
ン
タ
ー
（
飯
田
隆

所
長
）
と
気
仙
沼
消
防
署
（
鳥

羽
一
明
署
長
）
は
合
同
で
６
月

日
、
気
仙
沼
市
松
川
前
の
東

北
七
県
配
電
工
事
の
演
習
場
で

「
柱
上
救
助
研
修
会
」
を
実
施

し
た
。

約

人
が
参
加
。
東
北
電
ネ

ッ
ト
の
社
員
が
電
柱
の
上
で
作

業
中
、
６
６
０
０
㌾
の
高
圧
線

に
接
触
し
、
意
識
を
失
っ
て
自

力
で
降
り
ら
れ
な
い
と
の
想
定

で
研
修
し
た
。

電
力
セ
ン
タ
ー
の
所
員
は
高

所
作
業
車
を
使
い
、
要
救
助
者

に
見
立
て
た
ダ
ミ
ー
人
形
を
７

㍍
の
高
さ
か
ら
ウ
イ
ン
チ
を
使

っ
て
地
上
に
降
ろ
し
た
。
消
防

署
員
は
車
両
が
進
入
で
き
な
い

現
場
と
想
定
し
、
柱
上
と
地
上

に
分
か
れ
て
負
傷
者
を
ロ
ー
プ

を
使
っ
て
人
力
で
降
ろ
し
た
。

気
仙
沼
消
防
署
救
助
係
の
伊

東
寛

ひ
ろ

晃
あ
き

主
査

は
「
迅
速
な

救
助
に
は
状
況
に
応
じ
た
対
応

が
必
要
で
、
貴
重
な
経
験
に
な

っ
た
」
と
語
っ
た
。
電
力
セ
ン

タ
ー
配
電
課
の
鈴
木
功
課
長

は
「
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な

テ
ー
マ
で
消
防
と
合
同
訓
練
を

重
ね
、
地
域
の
安
全
・
安
心
に

つ
な
げ
た
い
」
と
話
し
た
。

佐
沼
鹿
踊
に
助
成
金
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

登

米

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

明
治
安
田
ク
オ
リ
テ
ィ
オ
ブ

ラ
イ
フ
文
化
財
団
（
東
京
）
は

６
月

日
、
登
米
市
の
佐
沼
鹿

踊
（
し
し
お
ど
り
）
継
承
会
に
、

伝
統
文
化
の
育
成
に
対
す
る
助

成
金

万
円
を
贈
っ
た
。

市
役
所
中
田
庁
舎
で
贈
呈
式

が
あ
り
、
明
治
安
田
生
命
仙
台

支
社
の
竹
下
徹
洋
支
社
長

が
、
大
場
勘
市
会
長

に
目

録
を
手
渡
し
た
‖
写
真
‖
。
大

場
会
長
は
「
後
継
者
を
育
て
る

た
め
小
中
学
生
と
一
緒
に
練
習

に
励
ん
で
い
る
。
助
成
金
は
劣

化
し
た
装
束
の
購
入
に
充
て
た

い
」
と
話
し
た
。

佐
沼
鹿
踊
は
江
戸
時
代
、
旧

登
米
郡
を
中
心
に
盛
ん
に
踊

ら
れ
た
が
、
昭
和
初
期
に
途

絶
え
た
。
１
９
９
８
年
に
復
活

を
遂
げ
、
２
０
０
５
年
に
登
米

市
の
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ

た
。

財
団
に
よ
る
と
、
本
年
度
の

助
成
事
業
に
は
全
国
か
ら

件

の
応
募
が
あ
り
、
東
北
の
６
団

体
を
含
む

件
が
選
ば
れ
た
。

災
害
時
供
給
で
協
定
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

山

元

山
元
町
は
６
月

日
、
町
内

唯
一
の
大
型
ス
ー
パ
ー
「
フ
レ

ス
コ
キ
ク
チ
」
を
展
開
す
る
フ

レ
ス
コ
（
相
馬
市
）
と
災
害
時

の
生
活
物
資
供
給
の
協
力
に
関

す
る
協
定
を
結
ん
だ
‖
写
真

‖
。地

震
や
水
害
な
ど
の
発
生

時
、
フ
レ
ス
コ
は
町
の
要
請

に
応
じ
、
優
先
的
に
食
料
や
衛

生
用
品
を
供
給
す
る
。
町
は
フ

レ
ス
コ
に
津
波
到
達
予
想
時

刻
な
ど
の
情
報
を
提
供
し
、
店

内
放
送
な
ど
で
周
知
し
て
も
ら

う
。防

災
拠
点
・
山
下
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
で
締
結
式
が
あ

り
、
菊
地
盛
夫
社
長
は
「
出
店

地
区
の
活
性
化
に
微
力
で
も

役
立
ち
、
頼
り
に
し
て
も
ら
う

こ
と
が
必
要
と
考
え
た
」
と
語

っ
た
。

橋
元
伸
一
町
長
は
「
東
日
本

大
震
災
の
直
後
は
、
避
難
所
に

も
救
援
物
資
が
届
か
な
い
状
況

だ
っ
た
。
協
定
締
結
を
う
れ
し

く
思
う
」
と
述
べ
た
。

協
定
は
来
年
６
月

日
ま
で

で
１
年
ご
と
に
更
新
す
る
。
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